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 全模研の先生方、大変ご無沙汰しております。新しい年度も始まり、はや 5月。みなさんお忙しいこととは

思いますが、全模研ニュースをお届けします。 

 

第 3回勉強会について 

 昨年 12月の第 2回勉強会に続いて第 3回勉強会を以下の日程で開催いたします。今回は昨年 6月の第 1回

勉強会と同じパターンの全日本高校模擬国連大会の渡米報告会と同日開催といたします。報告会は午後より開

始ですので、午前中に同じ部屋をお借りする形で開催します。その関係で十分な時間がとれないので、今回の

事例発表はお一人の先生のみの発表とさせていただきます。また、報告会の参加は定員がありますが、勉強会

に参加の先生方はそのまま参加が可能ですので、お時間がありましたらぜひそちらの参加もご検討ください。 

 

日時：6月 26日（土）9時 30分～11時 

場所：日本出版会館会議室 （ＡＣＣＵ ユネスコ・アジア文化センター内） 

   東京都新宿区袋町 6 

内容：事例発表 1名 今回は頌栄女子学院 飯島先生にお願いしています。 

   新大会について（ご相談） 

   事務連絡（教員の模擬国連） 

その他：終了後、同じ会議室で全日本高校模擬国連大会 優秀校渡米報告会が開かれます。 

    12時～16時 詳しくは添付のチラシをご覧ください。 

申込み：第 3回勉強会、渡米報告会とも参加ご希望の方は米山までメールにてご一報ください。もちろん、ど 

    ちらか一方の参加も可能です。連絡の際にどちらにご参加希望かお知らせください。全模研の先生方  

    は報告会の参加はチラシに記載された方法をとらなくて構いません。米山がまとめてＡＣＣＵに連絡 

    いたします。ただし、生徒引率の場合はチラシの方法でお申し込み下さい。 

    米山メアド：jone_yokosuka@hotmail.com 

 

新大会について 

 今年の春先以降、皆様にさんざんお騒がせしております新大会についてですが、すでにご報告の通り、未だ

場所と日程が決定しておりません。ただ、多くの先生方のご協力により、ほぼ日程、場所とも固まりつつあり

ます。当初、2017年の 1月初旬開催を目指しておりましたが、1000人規模のホール＋200人規模の会議室が

5つ以上という条件を満たす場所の確保がままならならず、日程も含めた見直しを迫られた形となりました。 

 現在、場所については最終調整を進めており、日程についても、その場所をご提供して頂く団体のご都合に

合わせて 2017 年の夏休み中の後半（8 月の下旬）を中心に検討しております。その他、大会概要などについ

ても6月26日の第3回勉強会時にもう一度先生方にご相談も含めてご確認をいただきたいと考えております。 
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教員の模擬国連大会ワークショップ～先生自身が大使になって模擬国連を経験しませんか？ 

 玉川学園の後藤先生より上記タイトルのような提案がありました。全国的に模擬国連に関心が高まっている

中で、その指導方法を模索している先生方も大勢いらっしゃると思います。そのような先生方も含めて、この

全模研の場で研鑽を重ねようとしているわけですが、回数や内容などについてもまだまだ充実しているとは言

い難いのも事実です。ですから我々の勉強会を補完する意味でも非常に興味深い企画だと考えています。みな

さんぜひ前向きに検討いたしましょう。6月の第 3回勉強会までにはもう少し具体化した内容をお伝えできる

と思います。以下に後藤先生からの現時点でのご提案の概要を記しておきます。この件に関しても、ご意見な

どあるようでしたらメールにて米山までご連絡下さい。 

 

日時：2016年 7月下旬～8月上旬ごろ 

場所：玉川学園をお願いしたいと思います。 

その他：玉川学園と既にお付き合いのある学生の模擬国連研究会である慶応大学日吉会にサポートをお願いす 

    ることを考えています。 

  

編集後記 

 以上、全模研ニュースNO,5でしたが、相変わらず内容的にただの事務連絡になってしまっていますね。 

本当はもう少し、勉強会に参加できない方々のお役立ち情報や事例紹介なども載せていきたいと考えています。 

勉強会における事例発表も今後はテーマを設定した形にして、参加の先生方が日頃指導する上で抱えている問

題点などを解決できるような取り組みにしていきたいと考えています。 

 特に終わりのない仕事なので、今後の充実を期待していただいて、今回は（今回も）この程度でお許し願い

たいと思います。 

 

 


